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対象：中学生以上、教職員研修

GO!

映画「郷」で育む資質・能力３つの「ごう」
探究学習GO！プログラム
郷 家族・地域・⽂化

ふるさと・つながりを感じる ⽣き⽅を考える ⾏動⼒を育む

業 学業・社会・未来 挑戦・発信・実践

⽂部科学省選定映画（科⽬：⽣き⽅・⼈⽣設計）



０１

（1）ユニセフの報告書『レポートカ
ード16』：⽇本の⼦どもたちは⾝体的
健康においては⾼い評価を受けている
が精神的幸福度においては先進38か国
中37位と⾮常に低い順位に位置してい
る。��この結果は⽇本の⼦どもたちが
物質的には恵まれているものの、⼼の
満⾜感や幸福感が不⾜していることを
⽰唆している。

社会の急速な変化の中で、⽣きることに悩み、苦しみ、その出⼝が⾒つからず⼼に深い傷
を抱えながら⽣きている⼈たちがいます。そんな中で、私たちに⼀体何ができるのか？と
問いかけたとき、私たちはこれからの未来を担う⼦どもたちの⼼の教育に⼒を注ぎたいと
強く感じ、映画『郷』を制作し、教育現場で活⽤してもらいたいと考えました。

監督が留学先で感じた⽇本の⼦どもたちの幸福度の低さに対する危機感 と、
海外に⾏ったことで再認識した⽇本の美しさを伝えたいという強い思いから、
「命」をテーマに、四季を追い⾃然の移り⾏く様と万物の流転を描き、この瞬間の尊さを
感じながら⾃⼰理解と他者理解を深める時間をあたえてくれる作品となっています。

映画コンテンツを教育に活⽤することは、⼦どもたちのモチベーションを⾼め、異⽂化理
解や多様性の受容など、情緒的・社会的な学びを促進する効果があります。�⾃然の中で多
く撮影した『郷』は、台詞を極⼒排し、視覚と⾳響による表現を重視することで、観る者
の感性に直接訴えかけ、⼼で感じる体験を提供します。⼈⽣の選択を考え始める⻘少年に
ヒントを与え⼼の成⻑の⼿助けとなる学習教材としての活⽤や教職員を対象とした研修及
び社会福祉施設における上映会などにおいても幅広く活⽤され、今後も多くの⽅に⼼の拠
り所として、映画「郷」を観てもらえたら幸いです。

（1）

映画『郷』を教育に活⽤する意図
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０２ なぜ今の時代に�映像”を通した⼼の教育が必要なのか？
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⽣徒が本当に「⾃分と向き合う時間」を確保することの重要性
「⾃分の考えを持ち、表現し、⾏動する⼒」�を育む教育が今、求められている中で、
映画『郷』は、⾃らの⽣き⽅について深く考え、社会との関わりの中で「どう⽣きるべきか」を探究します。

日本の子どもたちの幸福度は OECD加盟国 (38ヵ国) の中で最下位クラス 
自己肯定感の低さ、いじめ、不登校、将来への不安 など、多くの課題に直面

ふるさとへの誇りと帰郷の意識を育む
⾃分たちが育ったふるさとに誇りを持つことの重要性
将来、県外や海外で活躍することになっても、「またふるさとに帰りたい」「ここが⾃分の原点」と感じられ
るような体験が重要�であり、映画『郷』は、⽇本の原⾵景を描くことで、「ふるさととは何か？」を問いか
け、「ここに⽣まれてよかった」と思えるような⼼を育むことができます。この映画を通じて、「⾃分が⽣ま
れ育った場所には、唯⼀無⼆の価値がある」�ということを届けます。

人間の脳は、テキストよりも映像を60,000倍速く処理する
映像の⼒は先⽣が説明できないときや⼦どもたちが伝えられないときの代弁者
「命の⼤切さ」や「いじめ問題」は実体験で教えることは難しく、⾔葉では説明しにくい⽣きる上での⼤切
なことを映画で実体験のように感じ、伝えることが可能です。



０３ 映像の情報伝達⼒と活⽤⽅法（映像の可能性）
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たった１分間の動画が
１８０万⽂字の情報量を持つ

※アメリカ調査会社によるもの
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０ ４ 映 画 「 郷 」 制 作 者 � 紹 介

�� 伊地知拓郎

（重�35㎜����間 �優�賞、
上�国�映�� 作品賞��賞ノミネート）
◆  1998年⽣、鹿児����・�良�在�
◆ 北�電������科�業 (歴代�⽇��)
◇ ��「星の�」ロンドンインディペンデント
  国�映���⽣�⾨�優�賞
◇ ��「WHATEVER YOU WANT IT TO BE」Short Short film
Festivalノミネート、指�映���賞など   
  �々な映��で受賞

��の�々なルールに則り⽣きている�たちが、映�の中では固�
�念や先��を�て、頭を�っぽにして作品に�ってもらいたいと
いう想いから「���」にこだわって�作「�」を作りました。
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【映画は国境を越えたコミュニケーションツール】



０ ５ 映 画 「 郷 」 制 作 者 � 紹 介

プロデューサー ⼩川夏果

（Letheany&Co.代�、
KORVVA Japan���）
◆ 同��⼤� ����律�科 �業
◆ 三井�友�⾏ 堂����業�
◆ 女優へ�� オスカープロモーション�属
◆ 現在プロデューサーとして映�・映�制作 を⼿がけ
  ���野への映�活⽤を��。
◇ 鹿児�������⼤使 �任(2015~2017)
◇ 中国�⼀映�国立⼤� 北�電���留�(2019)
◇ 鹿児�で映�「�」�作開�(2021〜)
◇ 鹿児��⼤��クイーン �任(2022~2024)
◇ 鹿児��へ��(2023) Letheany&Co.�立
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【移住は使命】映画「郷」を製作するために
       ⿅児島へ移住し、起業。



０６ 映画『郷』の紹介
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３�構成で「�」の物�は�みます。

競争 童心 無常 流転
��

１ ２ ３
【⾼校時代≒⼈間社会】

主⼈公岳（ガク）は憧れの
野球部に⼊り、レギュラーを
取るために厳しい練習や先輩
の嫌がらせにも耐えながら
練習に励む。

【幼少時代≒⾃然社会】
野球で挫折してしまった岳が
偶然幼馴染との再会により⼦
どものころを思い返し、セン
ス・オブ・ワンダーを取り戻
していく。

【⾼校転校≒命の尊さ】
同級⽣が突然不慮の事故に
遭い亡くなった。当たり前の
景⾊が当たり前ではないこ
と、⼆度と戻ってこないこと
を知る。

【⾼校卒業時≒命の誕⽣】
家庭環境に恵まれずに育った
幼馴染隆（リュウ）に新しい
命が誕⽣し、⼈⽣の喜びを
共有し、岳も前を向いて歩ん
でいく。

ごう

2024年�⽂部科学省選定映画（科⽬：⽣き⽅・⼈⽣設計）
2024年�上海国際映画祭�監督賞・作品賞ダブルノミネート！
2024年�中国重慶35mm批評家週間映画祭�最優秀賞受賞作品！

そして、世界最⼤機材メーカーARRI社がアジアで唯⼀認定した企画！
ARRI初インディペンデント⽀援プログラムにおいてアジアで唯⼀採択され、スポンサーシップを締結。
全機材無償で提供され撮影を再スタートし、計1年の撮影と３年の編集期間を経て2024年4⽉に完成した。
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レッドカーペット・
中国ニュース掲載

映画「百円の恋」脚本家・足立紳 氏。

岩井俊二監督。

０７



０８ ⽇本の原⾵景を描く
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〜⽇本の詫び寂びの精神に込められた⼤切な⼼〜

ふるさと

⻘春

⼈⽣の選択

ふるさと

⻘春

⼈⽣の選択

まるでどこまでも続く道が未来へとつながっているか
のようなロケーションが、主⼈公たちの⼼情とも重な
り、観る⼈の記憶に強く残るシーンとなっている。

質素・静寂・侘しさの中にある深い味わいは内⾯的な美しさを表し、経年変
化による美しさは朽ちていくものの⾵情を感じさせる。私たちは�マジックア
ワー�という⽇の出や⽇没の限られた時間でどれだけの美しい⼀瞬を映し出す
か＝「⽣きているこの⼀瞬⼀瞬が宝物である」というテーマに説得⼒を持た
せるため、撮影やロケーションにもこだわりました。

不完全なものの中にも美さがある不完全なものの中にも美さがある



０９ ⼈⽣の困難や挫折、それを乗り越える過程を描く
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質素・静寂・侘しさの中にある深い味わいは内⾯的な美しさ
化による美しさは朽ちていくものの⾵情を感じさせる。私た
ワー�という⽇の出や⽇没の限られた時間でどれだけの美しい
か＝「⽣きているこの⼀瞬⼀瞬が宝物である」というテーマ
せるため、撮影やロケーションにもこだわりました。

誰もがいつか直⾯する
⼈⽣の試練を
疑似体験する

教えようとしても教えることが難しい⼈⽣の困難や命の⼤切さを、主⼈公
が経験する様々な困難を通し、「いつか⾃分も同じような苦しみを経験す
るかもしれない」�と、⾃分に無関係ではなく、⾃分事のように捉え、たと
え夢がうまくいかなくても、別の道があることや、苦しいときこそ「次の
⼀歩」を踏み出せることに気付くきっかけを与える。

実際に経験し
痛みを知ることで
本当の優しさを学んでいく

〜⼼の予⾏練習〜



１０ 映画『郷』学習プログラムの⽬標：３つの�ごう�を育む
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思いやりの⼼を�“愛＝いつくしみ”�と
表現し、⾃分の《ごう》を⾒つけ、

【智・⼈・命】３つの愛を育んでいく。

愛
いつくしみ

智

命⼈

単なる知識や情報の蓄積ではなく物事の
本質を⾒極め、思いやりのある知性を育む

⼈間理解を深め、⼈の痛みに気付き
⾏動に移せる教養を⾝につける

他者や⾃然と共存し⾝近にある幸せや
喜びに気付き命を⼤切にする⼼を育む

目標

愛する心が、未来をつくる

GO!郷 家族・地域・⽂化

ふるさと・つながりを感じる ⽣き⽅を考える ⾏動⼒を育む

業 学業・社会・未来 挑戦・発信・実践



１１ これまでの導⼊事例
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2024年2⽉ ⽂部科学省選定映画に認定、⿅児島県教育委員会�後援
県内中学校・⾼校での探究学習・道徳⼈権教材として上映

🏫�2024年�実�施�校：開陽⾼校3回、志學館、鶴翔⾼校、種⼦島⾼校、⻑⽥中、加治⽊中、
����      ��  ⿅児島県、薩摩川内市、姶良市など
� ��2025年��予���定��：情報⾼校、⿅児島南⾼校、加治⽊中、綾南中、蒲⽣中、れいめい中�など

🎤�講演のみ：星ヶ峯中学校、松陽⾼校、修学館、専修学校協会教職員研修・⼈権啓発、
  ��������������� �⿅児島⼥⼦⾼校、⿅児島市教育委員会・⼈権啓発講演会など

📍�先⽣⽅の評価
「主⼈公の⼈⽣と⽐較し、内⾯と向き合い、意⾒を⾔葉にするようになった」
「学校教育だけではカバーできない『⽣きる⼒』を考えさせる貴重な機会となった」
「探究学習の教材として活⽤しやすく、道徳・キャリア教育の両⾯から指導できる」
「映画鑑賞によって�⽣徒が⾃⼰分析に積極的に取り組むようになった」
「地元に誇りを持てない⼦どもたちの周りの環境に対する意識が変わった」
「�映画鑑賞後の監督の話から、学びを深める効果があった」



１２ 感想⽂ 紹介
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１３ 感想⽂ 紹介
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中�3年⽣

��１年⽣



１４ 感想⽂ 紹介
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◆ 2024年12⽉24⽇掲� 南⽇������のコメント
◆ 南⽇��� �者���浩⼀ �コメント



１５

コロナという未曾有の時代を経験した⼦どもたちにとって、「⼼のケア」�は、今とても⼤切な課題です。
コミュニケーションの機会を失い、⼈との距離を感じながら育ってきた⼦どもたち。悩みを抱えながらも、
それを誰にも打ち明けられずにいる⼦どもたち。そして、もしかしたら先⽣⽅も同じように、不安や孤独を
感じているかもしれません。「⼤丈夫だよ」と、そっと寄り添える何かが必要です。この映画が、そのきっか
けになればと願っています。
『郷』は、⼈⽣の困難や葛藤、夢への挫折をリアルに描きながら、「⾔葉で教えられないこと」を�「感じ
る」�体験として提供する作品です。そのため、⽣徒・教員・社会⼈に対し、それぞれ異なる影響を与えるこ
とができるという点で、⼀般的な映画とは異なる「教育的な意義」を持っています。教育とは、ただ学びを
与えることではなく、⼼を⽀えることでもある。そして、その⽀えになるのは先⽣だけではなく、時には映
画のような「感じる体験」かもしれません。この映画が、⼦どもたちや先⽣⽅にとって、少しでも⼼の拠り
所となり、温かい何かを残せるものになれば嬉しいです。
「今を⽣きること」を感じられる時間が、ここから⽣まれることを願って。

「⼈⽣の流れに寄り添い、静かに問いかける映画」それが『郷』です。

最後に
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プロデューサー�⼩川夏果


